
　３者面談を年に１回以
上実施し、生徒の多面
的理解を深める。

（２）

学
級
経
営

学級目標
の具現化

学校目標及び学年
目標に沿った学級
経営を行う。

　学校目標及び学年目
標に沿って、学級の実
態に応じた学級目標を
設定し、学級経営を行
う。

　学級目標の教員・生徒
への浸透を図り、その目
標達成のための教育活
動を展開する。

　朝礼時にミーティング
を行い、目標の達成状
況、指導上の課題等に
ついて教員間での共通
理解を図る。

3.6

4.0

令和６年度久田学園佐世保女子高等学校　自己評価表

学校教育
の具現化

(1)

学校の実態に即し
た目標を設定し、
教職員間の共通
理解のもとに、学
校教育目標の具
現化を図る。

　本校の教育基本方針
及び教育目標を十分に
理解し、本校が理想とす
る女性の育成のための
教育実践に努める。

　校務分掌及び学年の
教育方針に学校教育目
標を盛り込んで具現化
し、実践する。

　目標達成度を年度途
中で評価・確認する機会
を設け、その後の教育
活動に生かす。

評価項目 具体項目

学
校
教
育
目
標

　少子高齢化が進む現代日本の将来をたくましく担う、実践力を備えた聡明な女性を育成する。

① 愛情豊かで聡明にして健康且つ勤勉な人間を目指し、時代にふさわしい知性と教養を身につけた女性を
育成する。
② 家庭を基礎とした実践力が豊かで、人間性豊かな女性を育成する。

① 「ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ」の授業での指導を通し、基礎学力の向上を図る。
② 進路実現に向け、適切なキャリア教育を実践するとともに、基礎的な礼儀作法を身につけさせる。
③ 生徒の人間関係力の向上を図る。

学校教育
基本方針

学校教育目標

重点努力目標

成果と課題

１　学校経営　　　　　全教職員が共通の理念に立った学校経営の参画による教育的成果の評価

目標 具体的方策
評価

総　括

※（４：よく当てはまる　　３：やや当てはまる　　２：あまり当てはまらない　　１：全く当てはまらない　）

年度末

3.5

3.8

3.5

3.2

3.8

4.0

3.8



　新学習指導要領の実
施にあたって、工夫を生
かした教育目標を準備
する。

3.6（２）

創意工夫
を生かし
た活動

3.1（３）

評価項目 具体項目 目標 具体的方策
評価

２　教育活動　　　　　　計画的、組織的な教育活動全般における教育的成果の評価

　多様な生徒の能力・興
味・関心・進路に応じた
特色ある教育課程を編
成する。

　教育課程の実施に当
たって、教育目標の達
成状況を定期的に点検
する。

わかる授
業の展開
と工夫・
改善

総
合
的
な
探
究
の
時
間

総　括 成果と課題

（１）

教
育
課
程
の
編
成

　日本文化及び日本人
の心を体得させ、知性と
教養を兼ね備えさせる
ため、学校設定教科の
指導の充実に努める。

　各教科科目の年間指
導計画（シラバス）を作
成し、学習の動機付け
や意欲喚起を図り、計画
的な指導内容・方法を実
施する。

教
科
指
導
等

　「ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ」の授業に
おいて、基礎・基本の内
容を重点化した指導を
行い、基礎学力・基礎技
能の習得の徹底をはか
る。

年度末

3.5

3.5

3.3

学習指導要領の
趣旨が生かされた
特色ある教育課程
を編成する。

創意工夫
を生かし
た適切な
教育課程
の実施

　各学年別に計画したと
おり実践し生徒の向上
力を高めている。

　定期考査の得点以外
の観点も評価に加味し、
生徒を多面的に評価す
る。

　学校の特性を生かした
年間計画に基づき、基
礎的、基本的な知識と
技術を習得し、「生活
力」の向上に取り組む。

創意工夫がなされ
た学習指導を行
う。

学習指導要領の
ねらいをふまえ、
学校の特色を生か
した活動を行う。

　生徒の実態に応じて、
教材を精選したり、タブ
レット等の教育機器を用
いたりして、指導を工夫
する。

3.4

3.3

3.5

3.7

3.5

3.8

3.2

3.0



いじめの実態把握や教
職員の共通理解の確立
に努める。

いじめの早期発見に努
めいじめ防止を徹底す
る。

（４）

生
徒
指
導

（７）

生
徒
会
活
動

生徒の自発的・自
主的な活動を支援
する。

（６）

生徒理解に基づ
き、全校職員であ
いさつ・マナー・礼
儀等のきめ細かな
生徒指導を行う。

3.6

（８）

教
育
相
談

教育相談
の充実

生徒のもつ悩みや
困難の解決を援助
する。

　全教職員、教育相談
ができるよう研修の場を
設ける。
　不登校・いじめなど生
徒の動向を細かく観察
し、ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰと連携
し、早期に適切に対応す
る。

生徒会活
動の充実

進
路
指
導

進路指導
の充実

系統的・計画的な
進路指導を行う。

　「進路指導年間計画」
に基づき、生徒が望まし
い勤労観・職業観をもつ
ことができるよう、各学
年に応じた系統的指導
に努める。

　進路実現に向け、進路
情報の提供、講演会の
実施、個人面談等を行
う。

基本的習
慣の確立

いじめ防止の徹底
を図る。

　ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟの実施等を
通し、社会人に求められ
るたくましさと態度等を
育成する。

（５）

評価項目 具体項目 目標 具体的方策
評価

総　括 成果と課題

　縦割りグループ活動に
よって、人間関係力が増
し、活発なＨＲ活動を実
践する。

　「ＬＨＲ年間計画」を踏
まえ、段階的且つ系統
的なＬＨＲの指導を行う。

　効果的な学校行事に
なるよう、生徒の実態に
即した見直しを行い、全
校参加型の活動を採り
入れる等、内容を工夫
する。

　生徒の自発性・自主性
が発揮され、活発な生
徒会活動を展開できる
よう支援する。

　生徒会行事に生徒が
主体的に参加できるよう
な工夫と呼びかけを行
う。

特
別
活
動

ＨＲ活動
及び学校
行事の充
実

学校の教育目標に
沿った年間計画に
より、活発な活動
を行い、生徒の実
態に即した効果的
な行事を行い活動
内容を工夫する。

　服装、容儀などについ
て「生徒指導年間努力
目標」を中心に、生徒・
保護者に説明したうえ
で、教職員の共通した指
導を行う。

　学校教育目標に掲げ
る女性像に求められる
あいさつ・マナー等を身
につけるため、徹底した
容儀指導に努める。

　普段の学校生活にお
いて、個別面談等を通
し、生徒一人一人の実
態に応じた基本的な生
活習慣の確立に努め
る。

3.4

3.5

3.7

4.0

年度末

3.3

3.0

4.0

3.5

3.5

4.0

3.8

3.8

3.3

3.5

3.8

4.0

4.0

3.2

4.0



3.7

3.7

個を生か
す指導の
充実

個に応じた指導の
一環として、学習
支援、各種資格取
得を奨励する。

成果と課題

健康や安
全に対す
る態度の
育成

健康・安全な生活
を送るための指導
を行う。

　生徒の心身の健康に
ついて、分掌主任及び
担任等の連携を密にし
た指導を行う。

　安全確保について生
徒や保護者への啓発を
促し、「危機安全ﾏﾆｭｱ
ﾙ」に基づき、組織的に
対応できる危機管理体
制を整える。

　心身の健康づくりを推
進するため、「食育」に
関する取り組みを計画
的に実践する。

具体的方策
評価

総　括評価項目

　生徒の意欲的な生き
方への支援を積極的に
行い、個々の生徒に応
じ、学習及び資格取得
に関する適切な指導助
言を行う。

健
康
・
安
全
教
育

（１２）

個
別
指
導

（９）

3.8

3.3

4.0

3.3

3.2

3.7

3.7

目標

(１０)

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

3Ｓクラブ
活動の充
実

ボランティア活動を
通して、奉仕の心
と郷土を愛する心
を育成する。

　久田学園佐世保女子
高等学校３Ｓﾎﾞﾗﾝﾃｨｱク
ラブの意義を理解し、生
徒の自主的な参加を促
し、活動の活性化を図
る。

具体項目

3.3

3.7（１１）

人
権
・
同
和
教
育

人権尊重
に対する
普遍的価
値観の醸
成

人権尊重に関する
さまざまな課題を
認識させ、解決の
ための実践力を身
につけさせる。

　体系的な人権・同和教
育計画に基づき、生徒
が人権課題を解決しよう
とする態度を育成する。

　教職員の認識の深化
と指導力の向上を図る
ため、校外研修に参加
するとともに、校内にお
ける教員研修を行う。

年度末



体罰についての理解を
深める。

体罰防止に対する意識
を高める。

施
設
・
設
備
の
管
理

（２）

　必要な施設・設備の整
備を行うとともに、有効
活用を工夫し、安全点検
も定期的に行う。

情
報
機
器
の
充
実

教育活動
全般の情
報化

ホーム
ページの
更新

パソコン等を使っ
た校務処理を適切
に行う

ホームページを見
やすくし、定期的に
更新する。

　パソコンによる校務処
理を積極的に推進する
とともに、データの共有
化をはかる。

　一般の方が理解しや
すいホームページを作
成するとともに、定期的
更新を行い、常に新しい
学校情報を提供する。

3.7（３）

成果と課題

４　教育環境　　　　　　　学校の置かれている条件や環境に関わる取組の評価

学
校
環
境
の
整
備

潤いのあ
る生活環
境の整備

　全校生徒、全教職員で
積極的に清掃活動に取
り組む。

　生徒会を中心にして、
計画的に花の植栽及び
管理を実施する。

（１） 3.4生徒会の生活環
境委員会を通じて
花いっぱい運動を
積極的に行う。

日々の清掃を充実
させ、美化意識を
高める。

施設・設
備の活用
と安全管
理

3.0

3.3

教職員の
資質向上

（３）

目
標
管
理

（２）

校
内
研
修

3.7

4.0

３　組織運営　　　　　　教育活動の円滑化、教師集団の協働性に関わる取組の評価

校
務
分
掌

適切な役
割分担、
組織的な
活動と運
営

各自の役割分担
が明確であり、分
担に応じ適切に校
務を処理する。

　前年度の各分掌の課
題を確認し、その課題解
決を図るよう努力する。

評価項目 具体項目 目標 具体的方策
評価

総　括

研修体制
の確立と
実践

3.7

3.5

3.5

体罰の防止と徹底
を図る。

学校活性化のため
に各自目標を設定
し、自己申告を行
う。

　教職員が設定した目
標の達成状況等につい
て、適切に評価する。

　学校活性化に向けて
積極的な提言を行う。

施設・設備の有効
な活用が図られ安
全点検等の管理を
適切に行う。

3.6

計画的・組織的に
授業研究等を行
う。

　校内での教員相互の
授業公開による授業研
究や外部講師による各
種講演会を実施する。

　各種研修会へ積極的・
計画的に参加し、資質
向上を図る。

　各校務分掌の活動に
ついて組織的・計画的に
評価を行い、資料等の
記録・保存にも努める。

　各分野での話し合いの
結果を教職員に周知し、
教職員同士が協力し合
いながら校務遂行に当
たる。

（１）

年度末

3.3

3.7

3.8

3.7

3.5

3.5

3.3

3.5

3.8

3.5



具体項目 目標 具体的方策
評価

総　括 成果と課題

3.5（２）

地
域
や
関
係
機
関
と
の
連
携

　市内中学校等に学校
の教育方針を知らせ、
相互の情報交換を行う。

　地域の学校等と連携し
た行事等を積極的に計
画し、相互交流を図る。

各種報道機関への情報
提供を積極的に行い、
新聞及び地元メディアを
通した啓発に努力する。

協力体制
の確立

学校方針や具体
的教育活動につい
ての情報を提供す
る。

学校間連
携の充実

他校や異校種との
必要に応じた効果
的な連携を行う。

教育活動
の啓発

3.5

3.2

3.7

評価項目
年度末

総括 3.6

新聞等による教育
活動の発信に努め
る。

５　開かれた学校づくり　　　　　　

保
護
者
と
の
連
携

協力体制
の確立

育友会、
後援会、
同窓会活
動の充実

（１）

生徒に関する情報
を相互に交換す
る。

育友会との協働に
努め、会からの支
援も受けながら、
会の活性化をはか
る。

　個々の生活について、
学校と保護者が緊密に
連携を保ち、相互に連
絡を取り合う。

　教職員も積極的に育
友会・後援会・同窓会の
活動に参加し、保護者と
協力して活動の活性化
に努める。

3.9

4.0

3.8


